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1.長期授乳婦について乳‘乳製品摂取の有無群潤の比較

要約

I年間以上司〉長期授乳緩で、後撃し英語燃やおよび接持Lli表に食事指導により乳衆乳製品をで者るだけ多

〈摂取した意事 (M若手}と殆ど摂取しなかった群 (N若草)、および非授乳繰 (C若手)の3群について、助

産後より綬ぎL~弱震喜志台、断手し後のf号館皮をそれぞれ 6 カ月開隔で縦断的iニ測定し、骨密度の間援および

それと乳、乳製品摂取との関迷を3機関の比較および:e君事内の分析により主主君すした。管密度額IJ5-ぶ主義喜

督波骨密度調!J笈遺産後{湿式)をF普いた。得られた所見;率、

1.滋享し後の符畿運室主主復i手、授乳による管密度への影級官〉滋li!'および出産制費支によって異なった。

2.第F子高意義では、 N群では断乳首寺;こ骨密度は有貴重に低下したが、 M株では手fJi量な低下ではなかっ

た， M群の第2、第3子では授乳期悶ドドに色上昇した。撃し・乳製品を摂取して授手しした場合、後宮密

度の低下をE指紋容をることが判明した。

3. N群では授乳によるまま下が著しく、韓若手Lの半年後;こはザバウンド的4こえ塁上手手、 lまぽ3年後までさら

に上昇し絡始者幸よりさらに高くなる機会も見られた。

4. N群の第 2~子、第 3子出産では開始時より追跡期間中…資して骨密度{議がかなり低〈、第 l 子授

手しからの凶後が主護れていることが示唆される。

ふ星野手し後iこは祭料貯'/cre1達が低くなり、織し'I'Iこ充迭しーどいた常代主主が閥復したことが示唆された。

波書事でi孟授乳英語燃や仏/creが有意に低く、事5で、のCa保持が示唆された。断乳後には語道館に回復した。

6.授乳期間中およびl新乳後の血清PTHIこ変化は認められなかった。

7.長期追跡の総娘、閥復刻に乳、乳製品摂取援が多〈、身体?活動を穣緩約iこ行った容では、獄事もま愛

怜鎗度が隠始時以上iこ夏草〈なる場合品lJlられた。重苦乳後の努繁華芝遜復鶏iこぎ経後t:滋霊訪により脅千言語E

~テンシャ )L-をおおき後ることが示唆された。
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はじめに

これまでの一巡の研究で、妊娠、授乳により骨苦言度が低下するとと、低下の程度副総人主義がったきく、

影響する婆国として食生活ことにCa摂取畿の影響l立大きいこと、ことに牛乳、乳製ぷ綴詩文f誌の少ない

ま道人が長英語授乳ナると殺を寄度の著しい低下があるが、断乳f去にはf警官官度は回復傾向告示し、授乳開始

持あるいは綬嫁総より潟くなる場合もあることを認めた。乳、乳製品を充分摂E設し、 Ca摂取量が充足

した状態で長期授乳した場合の骨そ首長吉変化については紛らかではない。そこで、ま委員Ht受李主主警に授乳類

問中、断乳後iこ食生活の介入を行い、その場合の骨密度変化を代謝指綾も含めて競べることとした。

本穏では、 l等製号以上の長期間授撃し妨e.'乳、乳製品摂取燃と非綴取群、および然主受章し訴の3群iニヌす

する説話題著書主義草委譲絞殺の談話苦言立化事変、および冬雲寺内で乳、乳製泌総収量と骨密度変化との関連を分析し

た結果を報倹する。

1.対象者と研究方法

CD 対象おとその寺毒性

対象者i立以富をより骨密度を退薬事してìI!~~芝している表霊祭なま受筑主義で以下の 3 殺である。

・乳、乳製品綴取群 (M群}

奈良県近郊にあるM母乳栄養粉設提言盤に通う出産後12i務以内の授乳婦29人 (24-39議}で、平成12年

5 -6 J守i之総長告した。対象者は授乳開始後できるだけ験期が銀ましいが、 f0J委主総保のため12溺以内と

した令この義孝iこ支きしては授乳英語燃糸、建寄乳j棄とも乳、事L事~ii誌を積極的に撚取することを介入指導した。

・乳、学L製品翼手摂取群{災毒事}

奈良市内 Nf苦手L栄養相談獲に巡っていた授乳紛で平成語年から骨2首長主務~;:誌をi嘉義嘉している対象殺守

ある。~施設建では乳腺炎予防、除草しの乳質保持と称して授乳期間中に乳、乳製品j'，の摂取を滋しく君主j践

しているα

・非要量税務 (C書草}

平成11年10-12月i二奈良市内l盗事手で出産し、祭れを全く行っていゑい、または授乳期闘が3カ月

間以内.t.'あった授乳婦21.人 (25-36成)である。

なお、対象者はすべて手十代議誌に彩饗するような淡燃の既往歴がなく、 lli~針変少なくとも 1 等学淡淡

できた主義人とした。貴重重量託費の終供を群別に表1Iニ2訴す。授乳期間はM、N若手とも平均15カバ紛で、

12-19カ月間授乳していた.R豪華湾療はM群が平均10.6カ月、 N毒事が13.6カRでN群が有愈に緩かった。

対象著者lこは喫煙者、授章L中のCaJ'ilm器用者は含まれだいない。また、対委譲安iこはあらかじめ文護撃で研究
の線信設を説明し協力を依頼、問慈を得た。

③ 怜?密度測定および殺援を望書闘の調査

学若宮もをきまの澱定および務3繁華普段の議査は第 11頑j関を、 M、N務ではllii!量後1-3カ月、 C鮮では出産後
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1週以内、第2回目以後はそれぞれ6カ月間隔で、 M群は最低4回(開始後1.5年)、 N群は最低4回、

最高11回(開始後5年)である。骨密度測定には毎回同一の超音波骨密度測定装置 (Achilles10∞)を

用い右腫骨で行い、得られたsti飴less指標)を骨密度指標とした。

③ 食生活への介入および介入効果の判定方法

介入指導はM群のみである。食事指導は面接、郵送により、授乳期間中、断乳時に個別に行った。

乳、乳製品およびカルシウムを多く含む食品、料理レシピの資料を配付して 1日にCaを1100mg摂取

し、バランスの良い食事を行うように研究開始時、授乳期間中、断乳時に個別に、面接または資料郵

送により指導した。①牛乳、乳製品、②豆、豆製品、③卵、③肉魚、⑤緑黄色野菜についてそれぞれ

授乳中および断乳後の目標摂取量を示した。

介入効果の判定は以下の2つの方法で食品摂取量の目標達成度を評価した。判定方法

1.授乳期間中および断乳後3カ月までは1カ月に 1回ずつの頻度で、その後は第4回骨密度測定時

に1回、上記各食品群の摂取量の達成度を 4段階により自己評価させた。達成日が「殆ど毎日Jを

1、r2日に 1回Jを2、r3， 4日に1回Jを3、fl週間に1回Jを4点として加算し、記入回数
の平均得点を算出、達成度得点とした。

2. 3日間の食品摂取量の調査:

外食のない連続した平日の3日間の食事内容(料理名、材料名、グラム数、備考、目安量}の記

入を依頼した。摂取量記入にはデジタルスケールを使用することとし配布した。記入に際しては記

入例と注意事項に留意するよう指示した。栄養価計算ソフトを用い栄養素摂取量を算出した。なお、

N群に対しては乳、乳製品摂取量のみを骨密度測定日に調査した。

④ 尿、血液中代謝指標の測定

骨密度測定日に、スポット尿、血液を採取した。 -400Cで保存し、各固まとめて測定した。測定項

目は血清ではCa，bone alkaline phosphatase， parathyroid hormone、osteocalcine、一部血清について

prolac出，es仕ogen，尿で、はCahydroxyproline， creatinineで、測定方法は従来と同じである。なお、採血

はM群、 C群のみに協力が得られた。

⑤ 背景要因

授乳期間中、断乳後の生活の変化、家事時間と身体活動の程度、カルシウム剤の服用も調査し摂取

量に加算した。

2.結果

① 3群および授乳婦2群問の横断的比較

対象者の身体的特性を 3群別に表lに示す。 M群では開始時は29入であったが、第4固まで完全に

測定できた者は16人であった。対象者の年齢はM、N群間に相違は見られない。平均授乳期間はいず

れもほぼ15カ月であった。開始時体重はN群で低くBMIも小さかったが有意差は見られなかった。 N
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若手ではl年後体重量が不安織に小さく、エネルギ…長関取鍵も少ないごとがmされた。乳-乳製品談再交緩め
平均値i主開始善寺lま、 島f若草444g、N群l1g、C税357g、断乳時(告書3闘員閉ま在日寺)はM、?暗雲季それぞをれ

1幸弘 70gで沢喜孝では老議会議iこ少なかった。

浴、対群について符努療のj皇室率結果を総主立にそれぞれ箆 1、図2!こぶす。なお、 N群については2

年間以上の遺跡訟で、その後も再妊娠がなかった12人についてぷし、さらに第3@識変善寺(1年後)

淡 1 乳、乳製品摂取勝、非機取務および狩授税務の各特性

事事

写膏再7
授乳期間(月数〉
月経再開(出ii後月数)
出産回数(闘)
身長(cm)
凋始時休愛 (Kg) # 
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1年後体雪量(Kg)
1年半後体3霊(Kg)
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の牛乳摂取援も付総した，;;fi毒殺とも1:J警が害事3主主と綴4閥i剣主主昇華iこ断乳していた。 M群では綴違憲な低

下例が1例あったが、会員主的iこ授乳、陸語学しによる変化i立小さかった。一方、泌総では殆んどすべての

者が1年後まで低下し、獄事し後学年で急激な凶f騒が兇られた。開始時の{僚が低い者では、総会長持以上に

思復しでおり、事務次上昇傾向にあることがわかる争議若手t前後(開始後l王手、1.5年)のぎし紙製品摂取

とその慌のj部第議事(書官41ID/童書3閥)燃に関連;主党られなかった。

出雲翼線委主闘で開始時の寺警官官居室平均値を比較すると、 ~1、?電波とも第 I 子で最も語道く、第 2 子、告書 3

子と綴iニi!l;くなり、 M群では荷主主募集はなかったが、?す喜孝では高度iこ手事j畿であった。また、綬乳中にM

護手では第2、鈴3ミ子で、 N群では君事3ミ子で]:昇をぶした(関3)。従って、以後出産屋i数郊に、授乳や

および断乳後(J)骨密l!f]滅、総安全持iこ対する君主化率を3若干聞で比較した。給与裂を綴2、図4、関51こえ鈴

す。

第1子出産誌では、主主、 N若手平均{臨まではいずれも綬況により低下した。災経(非摂取護学)7':は明らか
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8aseli附 :Wit後1-3カR

図5 授乳期間中および断事L後の骨密度変化率

(Mean:tSE) 

iこ授乳類問中の低下獲が大きく{対応、のあるtt業主主、 pく0.05)、断事Lの半年後の凶復穂度も低かった

{初演鐘iこ立すして滋毒事:-0.8話、 N毒事:…5.9覧)， M若手の低下iま有意ではなかった。 N群では断乳後リパ

ウンドにより初盈lfi鐙以上iこ急上昇したケースや、務員長時iこ管密度i直が高く断乳後に高いレベルまで党

全には毘復できないケースなど、 i滅入会委、会13たきかった。

第2子出産量ではM署警はま受乳長級建ゆj二要事しために支まし、 N若手では主要瀦に低下し (p<O.Ol)、 M、N君学問

の穏遠i立大きかった。しかし、鈴4童話〈護者ぎL'Í:表~冬〉の淡i主主では 2 若手とも調始時より斎く図復した。ま

た、 N君干の場合、言語2、言語3子マi立、初凶終よりi皇毒事実話題中一貫して脅密度の終対穫がかなり儀く、

M群との相逮i立高皮にお3露であった (p<O.Ol)。

血清中符代謝物事をの泌総車高架を説話3Iこ主主す。授手L署警はM著干のみである， 1年雲寺のM若手ではC若手作
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カ月測定) ，こ較べBoneaJkaline phosphataseが溺くす寺形成主主完遂していることが~宅金された。

Osteocalcineでは12カ月では開始時に較べ幾分高かったが、大$.t!:本経;輩iまなかった。 PTHもすべての

時期間で平均値iこ相違は見られなかった。 18;草月のEstroge誌が終におい主整会、1iま望苦渋主議後擦が言惑かっ

た。他の指標と骨密度変化率慢に関係は兎られなかった。

1*やHydro刃prolineとCa(いずれもCrea吾ni問機疋綴}の各総支持郊の王子土台f践を3審問誌に関8、関7

iこ示す。 C、M鮮については従来当教室で得られたままま震初英語の緩を透泌したφHP/creは、関始時lま3

事手ともかt!:り高いが、 C群では容.5年、 M群では1卒、災害草では1年半後iこまま虫採初期t!7)務長撃さをはFもら

れなくなった。また、 3妻季題の潟遠の最も大きかったG五年後のHP/creとその時点在会主r1 ;p闘の事争後

援護変化率との務総図を差益8Iこ示す。 HP/creが高い程骨密度低下が大きく、骨密度の低下が符H吸収の光

霊長によるととが7ftされた。 Ca/creについて、 N群では 1 年のf陸はかなり低く関始時と有~まきをがj! られ

たが、l.5年以後E霊祭した。きf喜孝ではC若手と殆ど相違iま克られなかった。

<ZJ -1量必然耳更と努密度霊宝章霊祭との話題係について各群内での分析結果

主主務について、空事委霊食品の箆穣摂取量、話若手し詩から 3カ月間および第4回謝査時の主主成獲得点のまド

ぬf夜、機講義{総務会表4Iこ示す。乳、乳製品の達成度得点平均値は1.88で、平均的には2日iこl図務皮

i主主室長之されていた。肉然;ま逮長主産主が溺く豆、卵類は低いことが示唆された。*5に授乳期間中および
議若手Li去の3臼燃の栄護霊祭摂取f設の平均古車、標準偏差を示す。 Ca摂取量のみが授乳:ドの平均1032mglこ

絞べ、衝撃し雲寺iこは67守mgtかなり減少していた。達成度得点、栄養素摂取量と断乳後6カfI織の管後

度変化務{然 4[lj]/幾3関)との澗関係数を算出した。逮成度得点と骨密度回復率とは関連性は毘ら

れなかった令者実際畿でi立、符議~l度変化語辞と比較的大きな相関が宛られたのはエネルギ}当たりの治資

と綴淡のみで¥カルシウムおよび乳、乳製品採取量では関連は見られなかった。 5旨質で負、糖質でiE、

すなわち脇被が少なく、機長更が多い場合回復擦が高い傾向が見られたが、 i苑数が少ないので紛らかで

はない(淡6)0 ;:ぷで、ょιネJレギー当たり脂質領収量と尿中日P!crel習にはr-.0.68、n-11の負の有意

J総闘がj!られ、 1器張費十波紋のftいi協会幸子代議請が低い傾向が示唆された。また、断乳後{第4題}での乳、

乳製品熊取幾i立宮高3聞から言語4闘の間後喜容と号事いiE機関が見られた (n霊針。
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器提3 重立業中傍{党意義務獲物策の授乳期間中、騒音字し後の変化

3.5 4.5 4嗣2 0.251 27 4.2 5 4.5 0.201 * * 
4.0 5.3 4.7 

49 17き

38 102 
17 46 198 113 
11 34 132 80 

20 註7 10.3 9.4 0.431 27 8.6 9.9 9.4 
9.1 10 9.5 

0.1 0.4 0.22 

0.5 

1.8 
17 1.合 9.2 4.9 
11 1.0 6.1 4.2 
11 12 278 76.5 

Alb: Albumin. Bal畏:Bone alkaline phosphatase. Ca: Calcium. PTH: Parathyroid hormone. 
Ost: Osteocalcin. 神:〆0.01、 @:非授手L鮮の6M値と比較

表4 然、乳製品摂取務 (M群)の断乳時から 3ヶ月後までの食品綴猿重量および身体活動状況

n Min Max Mean SD 

鋭、李LZ重品250喜 14 4 1.88 1.36 
主主、豆製.s/.80g 14 2 3 2.47 0.51 

~~1 個 14 2 3.25 2.47 0.47 

肉・魚100ふ 14 2 1.21 0.39 
緑黄色野菜100g 14 3.25 1.88 0.89 
朝盤タとも主食と創食2品以止 14 3 1.38 。‘74
20分以上歩く 14 4 2.38 1.13 
1雲寺積以上言宗家をする 14 1 1.00 0.00 

樗点iま、奇襲露t8が善幸ど毎Sを11.室、 281こ18を2点、 3-481こ18を3点、
1週間jこ18a:4点たし、2週間祭!こ言記入、奇襲人毎iこ.lJl.士号緩を算出した。
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喜望9 M群における街乳後 (1.5若手)の乳、乳製品綴取費量とStiffn闘 s回復率 (1.5若手/1年)

3.考察

M裁は食害事指導の結果、授乳期間中、断手Li最も乳、乳製品摂取量、 Ca摂取主義ともにほぼ所要最iこ主主

しているとjeなすことができ、 民税では授乳期間中のみでなく断乳後も乳、手L~品を殆どとら

ない設が多く祭主主していたことから、長議書手間の食生滋の委設は明らかである。 M義孝i::N霊平の骨密度変化

を比較した。

~l 予の場合、 2群濁の繍淡i立準言文章ではないが、?守護学では級事手iこ較べ授乳やは幸子〉の低下率がお

く、話苦手Li:党(l年半後)の間後彩が低かった (-5.9%、議長針。 N群内で比事交した主義そるにも滋乳書室主主

の乳、乳製品議後減量とその関の開後軍事闘に関連性は見られなかった。従って、陸野手Li農の閥復は、まず、

授乳による後下疫に影響され、氏、乳製品が極端に少ない機会は骨密度の低下燃が大きく、回復も怒

れる傾向があると言える。

しかし、図2から見ると、隊総善寺にかなり低い有者<:"1立ゑi獲に僚主主将以上に長選後するが、開始時iこか

なり総い有者の場合には半年間lこえ盟主主な回復はなされていない。第2予の場合志、災害季では授手もにより

-93… 



挙事実撃に低下したが、その半年後には若手、議設にi磁憂している。従って、管ifi皮低下が急激な場合l立、宮高 1

、第2子i二関係なく、母体が敏感に反応し、韓託手し後iこはワパウンド約iこ管家庭の急速立溺後あるい

はf警の過形成があることが検測可?をる。

sp:均的にはCa所要最を充AしていたM訴の場合、授乳期詩司の符ifi煙室長ま下の程度iま低く、低下以統計

約iニ手証，意ではなかった。すなわち、栄殺条件により、授手しによる低下を防ぎ得ると言えるむ議苦手Lf畿の

乳、乳製品摂取量iま倒後通事eiE卒割問題の傾向が示された(関g)。例数が少ないため明礁ではないが、緩

ま務会m;Ca摂取双葉きでない議会には、乳、乳製品摂取蜜がi羽後時期iニ影響することがtお峻される。

骨密度低下率は盗塁主i波数によヴ?と爽なり、商事孝ともま露1テでは低下傾向あるいは明らかに低下する

が、第2子以上ではぎをfとは小さく上弊パターン毛見られた。害事2"子以降の母乳中Ca話華民主が書籍1そ1'1こ車交

ベて低いという証拠はないの守、費~2 子以降では授乳iニ立ましてcaのま努慾iこ透Eちが起こり、後手事官〉隠f援

が単期に起こると考えられる。

代童話指標との関係では、授乳期間中には骨吸収が1G滋したもの穂、骨密度が低下したことがぶされ、

骨密度が骨代童話を反映していることがわかる。また、授撃し金請では骨形成も充進している ζ とが~され

たが、異体主きに脅形成e'l号事長以とのバランスについては紛らかではないG

1I. 1年以内の授乳織について、滋混後のぎ傍若震度童書復

要約

妊娠初興産;こ符務長rを測定した妊婦の中から言語 1'fX'.!立第2予を出産した{健康:il:i!益事軽量議28人を対象と

して、超湾設主主去による号警護予選主総定をIfl~主将以後長愛媛 5 王手まで半年に 1 閣の瀕Eまでi息日高し、授乳期間を

0-1カ月 (G1義孝久 2-6カ月 (G2雲孝久 喜一12;年月 (G3群)の3群とし、韓青学Ll設の骨密度の変

化を授乳詩書関刻、隊妊娠の有無~UIこ議ベ、乳、乳製主主主畏耳立との関係も検討した勿繰られた所見は、

① 骨密度はG1鮮では変化なし;えは自主主1tO.5-1傘、 G2溌ではIfl重量後0.5-1.5若手、 G3群では出重量

後1…4年で妊娠初期値まで完全に凶復した。平均約iこはGI-G3溌;壊れ二ぷ産量後O.5i手，1年， 1.5 

年でそれぞれまま綴初期{憶と有意差は見られなくなった。

② 事子宮普段悩綴H寺英語ど乳、乳製品摂取蚤との問題i援はみられなかった。

③ 護者雪Ll変l長手以上後iこ湾出産した場合、隊約室長時の骨密度は前創出1議時どほぼ附じ、あるいはそれ

以上であり、湾整若手u去にはま査員長紛黙{位よりさらに言語くなる場合毛見られた。

@ 陸好手Lt発l年以内iこ湾出産した場合、湾筋重量憾の管室主度は蔚i選出互主将まで悩f襲せず、縛断手L後にも

授乳居間始時までの回復は見られなかった。絡まま娠による管苦言度続後への銃撃警は授乳期!習ではなく、

前聞の断礼後次閏出産までの間隔であり、 f穏隠がま語い場合、努総の華道?議がヌ草分iこなされ、よりおい

符後躍を酒護老識で次闘の妊娠が起こると場えられる。
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はじめに

らはまま然、主霊草もま遣の骨密度のi郎主主を行い、女王娠、授手しのいずれにおいても骨密度は有裁に低下

サることを認めた。一旦低下した脅密授が、まま議長または綬ぎLi去にlEl復するか否かについてi立、閥復寸

るという幸霊祭がある一方、長綴授乳者;ま努宮密度が1~まL ミ〉、寺号室密度の抵い者が長類授乳するとj[;!こ渓らな

いという幸障をき色ある。また、湾妊娠、湾授乳の議室警察について毛場らかではなL、これらの総援護を明ら

かlこすることは、次回の妊娠、授乳lニ際してn会!Aの発育、ま苦手ものCaj濃度への影響、 f苦手L副総資の総選霊会
ど5主総長ド紛期のみでなく生涯にわたる締人のf義体{架線など綾子保健上有意義である。

是認主筆波法を郎、て、妊娠初期より出制変縦長5f州、でf守谷lifiJ指定を行い、妊娠、授李憾の'降雪苦療の踏襲

および主選後に及iます再妊娠、再授乳の彩号事を乳、手し事~r;\詰筏取との関係也考慮して検討したので事謀長野守る。

1.対象者と研究方法

③ 対象者とその特性

対象者i手玉f-成7一吉年i二議災市内Q)2綴綴iこで綬主義紛鶏および出産自寺に骨密度をi1IU主主したE主将婦の

ゆから満期産で健康な第1予又は害事2予を滋il'fし、/J.¥要量後少なくとも 2王手総i嘉数マiきたま議人28人て、み

るo 全員、骨代謝に影響するような室長燃の滋後緩は見られていない。対象苦言の王手議長25-40迫撃、/J.¥還後

l年時のBMI17.5-28.5、小手し綴時突き設1EI 0 -400gで、首苦手Lとほぼi活熔英語あるいは数3今月議後{こJl援

の再開が見られている(表7、8)。また、対象者には喫煙者、 Ca斉tl摂取容は含まれでいないゐ対象

翁にはあらかじめ研究の車ì!~を貌測し協力を依線、同意を得た。

② 脅密度のiIIU定および秘策望書関の言問まま

骨密度の測定および符努襲警悶の員総3まは妊燦初期{妊娠5-18週)、出滋後u段以内、その後は6il月

の総書室で必至言後長委長5if.までjすったb 骨密度読ll~主は毎回国j一喝の秘密主主特後líf測定義主題ま (Achilles) によ

り右鍾脅で行ない、著書られた必総部会議事擦を脅密度指標としたp

③ 測定結果の検討

まず、出塁最後2年以内;ご符ままま畿のない場合について、対象者の授然襲韓関を援に0-1カfl (~ド授乳群、

Gl群)、 2-6カ月 (G2客約、 8-12カ月 (G3群}の 3雲寺iこ分委棄し、綴7J~{こまま綴初級絞までの回復時期

を調べた。また、各番手矧~，ニ立正綴初期と各時期のs歯less平均{直をよ七章受し交すらのみるt検定を行った。有意水

準を 5%とした。次lこ、隊長E燃のあった者について授乳期間、議奇乳?素手等償援護までの湾総と脅密主主主主後善寺英語

との関係を調べた。間後時期の判定は、 sti飴lessの再現性が変動係委主で1.0…1.6%であったことを考慮し、

妊娠初期の謝儀鷲ssfl裁の-2%♀L上の仮に迭した時(半年単佼)とした。
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祷妊娠の対象者の特性、隠姶雲寺の伶W:i'1f(Sti汗ness)および努望書震回復時期
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2.結果

各君平の常言寄度変化をそれぞれ図10-12にぷし、初隊司〉伶2官民主{政および回復塁手典芸を表?に村喜ばした。

G1毒事では絞員長ゅの低下の鳴らかな4例は出産主f造幣王手またはl年で回復し、妊娠中の低下の小さい2

i郊では必至郡安も要最ど変化はみられてい立い。 G2若やむi立、出産後半年で回復傾向の場合と/:I¥.@1後半年

で一波紋下後あ差益後1-1.5年?で毘復の場合とがJil.られた。 G3設では、初期値の特!こ闘い2f列では綬

手しの修警警はめどなく陸将L1iまばゆるやかな上喜多綴均寿IJまられ、それら以外では授乳による低下が緩やか

なケースマは綴ぷやかな、急激なケースで、i:ti怒議設な上線級i匂が兇られた。妊患長初具話レベルまでの阪Ij亙(;1'.， 

早い例?は/:I¥i!針変l年 (no.17、連5乳後lカJJ)で、逆襲い例では出産後4重手 (no.15、捻0.16、いずれも

…告8-



断乳後3年)であった。 G3群において回復時期と出産後 l年時のBMI、乳・乳製品摂取量聞にはい

ずれも関連は見られていない。なお、妊娠中に増加した者では授乳中にはかなり低下旬0.16)、妊娠

中にかなり低下した者では授乳中には逆に上昇し (no.15)、妊娠中の変化は授乳中の骨密度変化に影

響していた。

平均的に比較した場合、 Gl群では出産後0.5年、 G2群では出産後 1年、 G3群では出産後1.5年で

妊娠初期値と有意差は見られなくなった。なお、妊娠初期のstiffness値には3群問で有意差は見られ

ていない。結果を図13に示す。

再出産および再授乳の事例について、 2回の授乳期間、再出産時の骨密度、断乳後再出産までの期

聞を表2、骨密度変化を再出産が断乳後 l年以上後(再授乳中除く)について図14、l年以内につい

て図15に示す。出産時の骨密度値はその前後の値より補間した。再妊娠例には授乳期間が l年以上の

ケースも含まれている。断乳後 l年以上の間隔で再出産の場合、再出産時の骨密度は前回とほぼ同じ

かむしろ幾分高く、再授乳により-s.低下が見られるがその後は回復傾向を示した。 10カ月間以上授

乳した 3例では再授乳による低下後リバウンド的に高くなり、開始時に対する出産後5年のsti節目白

はnO.21では9.5%.nO.19では8.7%上昇、 nO.22では開始時とほぼ同じであった。一方、再出産が断乳後

l年以内の例では、開始時の骨密度の特に高¥>1例以外では、再妊娠および再授乳により骨密度はさ

らに低下した。その後回復傾向が見られるが観察期間内には、開始時までの完全な回復は見られなか

った。 2例がl年以上の長期授乳者で開始時の値の低いl例では断乳後の回復は見られなかった。

3.考察

1 )超音波法による骨密度測定方法について

超音波法による骨密度測定は、骨量を直接測定するものではなく、骨の密度によって規定される超音波

伝導速度 (SOS)と骨梁や骨構造の差異によって異なる超音波減衰率 (BUA)を測定するもので、Lunar社

製Achillesでは両者を統合したsti盤世田指標が骨密度指標として算出されてLミる。骨密度測定に最も精度が

高いと評価されているD弘法により測定された腰椎骨骨密度と本法によるs曲 le路指標との相関係数はr=

0.47-0.83と、報告された値の範囲は幅広く、また、超音波法の乾式によるsosは年齢との相関が見られず

DXA法の場合とは異なるとの指摘もある。相関係数の大きさは対象者の年齢幅や対象者数によっても異な

り、また、超音波法でも乾式と湿式の機種の相違に因るごとも考えられるが、いずれにしても超音波法に

よる骨密度が必ずしもDXA法の場合と対応した関係にあるとは言えない。しかしながら、種々の骨密度測

定法の中で超音波法以外はすべて微量なりともX線被爆があるため、骨密度測定にどの方法がより精度が

高いかを論ずる以前に、妊産婦の骨密度に関する本研究ではこの方法に限定せざるを得ない状況がある。

本法でiRtl定に用いられる露骨は代謝の活性な海綿骨成分が90-95%と極めて高い。

stiffness変化率とその期間内に測定された尿中骨吸収指標値聞に有意の負相関が認められており、

stiffness指標が骨代謝の変化が急激におこる妊娠、授乳期の骨代謝状況を反映していることを示して
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いる。従って、本ままの骨密躍主総交の襖論やDXA主義e.の関係を現高卒してF闘いれば、本記長iま少なくとも主杢

緩紛の骨密度ìJ!~~芝lこ御用であると響えられる。

2 )重量挙L後の骨密度回復について

1fJ!J以外のすべての授乳殺は授乳英語濁が学年以下では断乳後数カ月-1.5年、自力月間以上では断乳後

委主力月一3年‘でまま室長初期値まで究会に回復した。少数議伊jではあるが絞娘、授乳により低下した骨密度

i立、 J受乳英語間iこ応じて断乳後3年以内lこ接持貴金持のレベルまで%'1f:1二回復するととがZ註されたと添える。

授ぎし襲警総書寺の骨密度がかなり低い者の主議会、授手しによる念、淡なi民下後iこ関委長時よりむしろ議事いリバ

ウンド的問機 (no.1事)、あるいは毒華やかな凶後 (no.17)が見られる主議長?と回復傾向が}f.られない場合

(詰0.13)があり、本理事例からは一定の{傾向は示されていない。ただ、綬手し開始草寺の脅警告躍をがかなりお

い容の場合i立、授乳の影響も小さく問後も繁いことがわかるひ

3)湾綬媛、再後零Lによる幸警官官度問復への童話襲撃

豊野乳後1年‘以上告経過して湾総長室、湾授乳した場合、湾出産H寺の努繁華芝i立前回出産量草寺iこ滋復したが、

韓若手Liま 1 年以内に隊Iß~表したj議会、 t奇術展百はさらに低下した。主主って、将是正綴による骨密俊閥復への

影響は授乳鶏闘ではなく、言在留の断乳後主主主選出産までの濁総で、あり、間隔が災い場合、骨格の主議後が

充分になされ、より高い予守衛皮革置主義で次回のまま綴が起こると考えられる。ことに 1王子以上の長期授乳

金貴重い間隔で2装運行った場合、得星野ぎもj去の回復は緩やか守、開始時までの党会な凶復はかなり遅れる

ことになる (no.27，no.28)。

子尊重野ぎし後 iこは骨密度が総長選好綴初期の~人の絞よりさらに語道くなる場合主主綴警察された。これらの対

象者では断事Lt表、乳、乳製品の終液や身体活動を機桜島守iこ行っており、骨形成の高いi務事し後のこの時

実務を利用して、重量子E7穏や身体活動によりt警告官度のポテンシャルを高め害事る将官官伎があるむ
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